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年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 
 

Ｏ
Ｂ
会
会
長 

天
畠
重
博 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
広
島
市
老
人
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
お
元
気
で
明
る
い
新
年
を
お

迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
役
員
お
よ
び
先
輩
の

方
々
を
は
じ
め
皆
様
か
ら
格
別
の
暖
か

い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
、
お
か
げ
さ

ま
で
明
る
く
、
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
送

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
ず
、
中
間
役
員
会
で
決
め
た
内
容
を

改
め
て
報
告
し
ま
す
。
現
在
、
Ａ
班
・
Ｂ

班
の
人
員
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
の
で

２８
年
度
の
５
月
か
ら
、
Ｂ
班
を
５
年
間
と

し
ま
す
。
従
っ
て
３４
期
生
の
方
は
も
う
１

年
間
、
Ｂ
班
を
お
願
い
し
ま
す
。 

又
、
今
年
中
に
は
我
々
の
学
び
舎
の
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
広
島
駅
前
ビ
ル
に

移
転
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

は
慣
れ
親
し
ん
だ
千
田
町
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
場
所
が
駅
前

と
な
り
ま
す
の
で
、
殆
ど
の
人
に
は
交
通

の
便
が
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
新
建
屋

移
転
に
つ
い
て
は
、
時
期
も
、
利
用
方
法

も
ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
会

議
室
の
部
屋
数
も
現
在
と
同
等
に
あ
り

ま
す
し
、
活
用
方
法
も
現
行
と
同
じ
よ
う

に
利
用
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
し
て
い

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｏ

Ｂ
会
だ
け
で
な
く
、
大
学
、
大
学
院
を
含

め
て
老
人
大
学
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
よ
り

一
層
の
一
体
感
を
持
っ
た
団
体
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
協
も
事

務
局
も
そ
れ
を
望
ん
で
協
力
体
制
に
あ

り
ま
す
。 

『
明
る
く
・
楽
し
い
・
生
き
甲
斐
づ
く

り
』
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｂ
会
を
目
指
し
役

員
一
同
、
皆
様
と
共
に
邁
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

    

   

◆
Ａ
班
Ｂ
班
合
同
懇
親
会
の
開
催 

 
 
 

  

総
務
部
長 

坂
本 

照
子 

秋
晴
の
続
く
１０
月
２８
日
(水)
Ａ
班
合
同

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
開

会
挨
拶
の
中
で
Ａ
班
合
同
懇
親
会
が
１

番
盛
り
上
が
り
ま
す
と
の
、
言
葉
ど
お
り

会
食
、
歓
談
、
笑
い
声
が
た
え
ず
、
カ
ラ

オ
ケ
は
、
美
声
の
持
ち
主
が
、
入
れ
替
わ

り
、
歌
を
披
露
さ
れ
大
盛
況
。
皆
さ
ん
、

青
春
を
謳
歌
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。 

大
雨
の
降
る
１１
月
１８
日
(水)
Ｂ
班
合
同

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
心
配

も
よ
そ
に
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
参
加

者
で
し
た
。
Ｂ
班
は
各
テ
ー
ブ
ル
毎
に
全

員
で
歌
い
、
５
番
テ
ー
ブ
ル
で
は
「
ぼ
け

な
い
小
唄
」
を
合
唱
さ
れ
、
懇
親
会
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
あ
る
方
が｢

懇
親
会

は
す
べ
て
参
加
す

る
。
楽
し
く
ボ
ケ

防
止
に
な
る
か
ら

だ
。｣

と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
お

り
で
す
ね
。 

懇
親
会
で
楽
し

ま
れ
た
皆
さ
ん
、

大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 

ご
案
内 

平
成
２８
年
度 

開
講
式
・
第
一
回
講
座
・ 

定
期
総
会
の
開
催 

Ｈ
２８
年
５
月
１１
日
（水） 

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル 

総
務
部
ニ
ュ
ー
ス 

発 行 責 任 者 

ＯＢ会会長 

天 畠  重 博 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 
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◆
平
成
２７
年
度
の
行
事 

 
 

下
半
期
の
残
り
の
事
業
に
つ
い
て 

ご
案
内
し
ま
す
。 

・
１
月
５
日(

火)
 

安
全
祈
願
祭
及
び 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

新
年
互
礼
会 

・
２
月
３
日(
水)
各
事
業
部
部
会
予
定 

・
３
月
２５
日(

金)
役
員
反
省
懇
談
会 

・
４
月
４
日(

月)
 

会
計
監
査
及
び 

決
算
役
員
会 

                 

Ｂ
班
の
所
属
期
間
を
５
年
間
と
し
、
Ａ
班

は
６
年
目
か
ら
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
下
記
グ
ラ
フ
と
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ

ー
ス
第
４３
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ
・
Ｂ
班
の
構
成
予
測 

 

                

【
期
別
会
員
人
数
】
Ｈ
２７
・
３
・
３１
現
在 

            

◆
平
成
２８
年
度
に
向
け
て
の
諸
準
備 

・
１
月
１８
日(

月)   

平
成
２８
年
度 

Ｏ
Ｂ
会
新
入
会
員
募
集
説
明
会 

・
１
月
２５
日(

月) 

Ｏ
Ｂ
会
新
入
会
員 

入
会
申
込
手
続
き
の
開
始 

・
３
月
９
日(

水) 

平
成
２８
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
編
成
会
議 

・
３
月
１７
日(

木) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
作
成
委
員
会
(１) 

・
３
月
２４
日(

木) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
作
成
委
員
会
(２) 

・
４
月
８
日(

金) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
校
正
委
員
会 

・
４
月
１５
日(

金) 

テ
キ
ス
ト
及
び 

総
会
議
案
書
最
終
校
正 

・
５
月
２
日(

月) 

平
成
２８
年
度 

総
会
準
備
役
員
会
及
び 

 

新
任
役
員
会 

・
５
月
１０
日(

火) 

開
講
式
会
場
事
前 

打
合
せ
、
備
品
等
の
確
認 

         

 

   

◎ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動 

学
習
部
長 

大
村 

和
子 

１１
月
１０
日
（
火
）
広
島
共
同
募
金
会

(

福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務
部
事
務
局)

主
催

の
街
頭
募
金
活
動
に
大
学
、
大
学
院
と
共

に
Ｏ
Ｂ
会
も
執
行
部
、
学
習
部
１４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
紙
屋
町
そ
ご
う
前
や
エ
デ

イ
オ
ン
付
近
で
、
１２
時
か
ら
約
一
時
間
、

善
意
の
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
募
金
額

は
過
去
最
高
額
で
、
５
万
４
千
円
余
り
集

ま
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◎ 

平
成
２８
年
度
の
講
師
選
定 

１１
月
１１
日
（
水
）
学
習
部
会
を
開
催
し
、

執
行
部
と
協
議
の
う
え
、
推
薦
講
師
１６
名

の
中
か
ら
１１
名
を
内
定
し
ま
し
た
。 

後
日
、
講
師
内
定
者
に
依
頼
、
日
程
調

整
を
経
て
、
２
月
に
２８
年
度
の
講
座
計
画

を
確
定
す
る
予
定
で
す
。 

学
習
部
ニ
ュ
ー
ス 

H２７年度人数：７２０人 

H２８年度予測人数：７８６人 

Ａ
班
：

１２
期
～
３３
期(

４
３
８
人) 

Ｂ
班
：

３４
期
～
３８
期(

３
４
８
人) 

◆
Ｏ
Ｂ
会
会
員
の
継
続
手
続
き 

会
員
継
続
更
新
の
案
内
文
を
Ａ
・
Ｂ
班 

と
も
に
、
１
月
の
講
座
日
に
配
布
。 

申
込
み
受
付
は
２
月
と
３
月
の
講
座 

日
で
す
。 

・
１
月
講
座
日 

継
続
更
新
の
手
続
き 

書
類
の
配
布 

・
２
月
講
座
日 

継
続
更
新
の
手
続
き 

開
始 

・
５
月
１１
日(

水)  

平
成
２８
年
度 

開
講
式
及
び
第
１
回
講
座
及
び 

定
期
総
会 

<

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー>

 

 

平
成
２８
年
度
か
ら
班
の
編
成
が
変
り
ま
す 

人数 

※平成２８年度、３４期の方はＢ班のままで残り

ます。（Ｂ班は５年間所属、A 班は６年目から） 
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◎ 

平
和
記
念
公
園
ク
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

１２
月
４
日
（
金
）
や
や
曇
り
空
の
中
、

９
時
５０
分
に
集
合
。
年
末
恒
例
の
清
掃
活

動
を
、
大
学
・
大
学
院
・
Ｏ
Ｂ
会
総
勢
２

５
０
名
（
Ｏ
Ｂ
会
は
９８
名
）
の
参
加
で
行

な
い
ま
し
た
。
慰
霊
碑
前
に
集
ま
り
黙
祷
、

天
畠
会
長
の
挨
拶
、

そ
の
後
、
約
４０
分
間

に
わ
た
り
清
掃
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。 

寒
い
中
、
朝
早
く

か
ら
多
く
の
参
加
を

頂
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

■ 

Ｏ
Ｂ
会
講
座
概
要 

【
第
６
回(

１０
月)

講
座
の
概
要
】 

「
い
つ
ま
で
も 

た
く
ま
し
く 

し
ぶ

と
く 

美
し
く 

生
き
抜
こ
う
！
」 

松
村
循
環
器
・
外
科
医
院 

松
村 

誠 

(１)
２
０
１
３
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命 

は
男
性
８０
・
２１
歳
、
女
性
８６
・
６１
歳

で
世
界
一
の
長
寿
国
を
誇
り
続
け
て

い
る
。
し
か
し
、
健
康
寿
命
は
１０
歳
下

が
っ
て
い
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
、
生
活
習
慣
を
よ
り
良
く
し
、
老
化

を
遅
ら
せ
、
天
寿
を
全
う
し
よ
う
。 

(２)
新
・
早
死
防
止
の
生
活
習
慣
術 

①
タ
バ
コ
（
タ
バ
コ
１
本
で
１４
分
３０
秒
寿
命 

短
縮
。
全
が
ん
の
３０
％
、
肺
が
ん
の
７０
％
は 

タ
バ
コ
が
原
因
。
喫
煙
者
は
勃
起
不
全
に
な

る
可
能
性
が
非
喫
煙
者
よ
り
４
倍
高
い
。） 

②
食
事
（
肉
、
魚
、
卵
、
牛
乳
、
豆
腐
の

動
物
性
・
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か

り
摂
り
、
あ
っ
さ
り
塩
・
脂
身
。
植
物
繊

維
の
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
、

ご
飯
を
中
心
に
豊
富
な
お
か
ず
。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③
運
動
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
に
は
、
毎
日
OR
１
日
お
き
に
２０
～

３０
分
間
の
運
動
を
。
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
体
力
の
基
本

は
筋
力
、
１
日
１０
分
間
の
ダ
ン
ベ
ル
体
操

で
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
防
ご
う
！
） 

④
休
養
（
７
時
間
台
の
睡
眠
時
間
台
が
最

も
死
亡
率
低
い
。
午
後
２
～
３
時
の
間
で

１５
～
３０
分
の
昼
寝
） 

⑤
ス
ト
レ
ス
（
う
つ
病
は
５
人
に
１
人
は

か
か
る
「
脳
の
カ
ゼ
」
、
と
に
か
く
寝
て

体
を
休
め
る
。
頭
を
使
い
気
は
使
わ
ず
物

事
ほ
ど
ほ
ど
こ
だ
わ
ら
ず
。
ユ
ー
モ
ア
と

趣
味
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
よ

う
！
） 

⑥
酒
（
敵
酒
は
「
ビ
ー
ル
な
ら
１
本
、
酒
な

ら
１
合
、
ワ
イ
ン
な
ら
２
杯
、
ウ
イ
ス
キ

ー
な
ら
ダ
ブ
ル
１
杯
」
で
死
亡
率
低
下
。

日
本
酒
は
１
合
半
で
４
時
間
後
に
は
肌

が
し
っ
と
り
、
肌
荒
れ
改
善
。） 

(３)
健
康
づ
く
り
は
生
き
方
革
命
！ 

 

習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
、
人
生
を
変
え

る
こ
と
で
あ
る
。
「
人
生
を
変
え
な
け

れ
ば
」
の
考
え
な
し
に
、
食
生
活
の
改

善
と
か
運
動
を
始
め
て
も
、
三
日
坊
主

で
終
わ
る
。
目
的
を
持
っ
た
習
慣
が
い

つ
か
結
果
を
生
み
、
毎
日
欠
か
さ
ず
続

け
て
い
れ
ば
、
人
生
は
必
ず
変
わ
る
。 

【
第
７
回(

１１
月)

講
座
の
概
要
】 

「
広
島
カ
ー
プ
創
生
期
の
秘
話
」 

広
島
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
会 

名
誉
会
長 

長
谷
部 

稔 

広
島
カ
ー
プ
は
昭
和
２５
年
に
誕
生
し

ま
し
た
。
初
代
、
石
本
監
督
を
先
頭
に
そ

の
時
代
の
苦
労
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｘ
の
映
像
を
基
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
２５
年
長
谷
部
さ
ん
は
皆
実
高
校

か
ら
捕
手
と
し
て
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
自

分
自
身
は
入
団
す
る
つ
も
り
も
な
く
、
石

本
監
督
か
ら
強
引
に
入
団
さ
せ
ら
れ
た

話
、
ま
た
お
金
が
な
い
、
選
手
も
い
な
い
、

い
つ
廃
止
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
態
、

そ
れ
を
市
民
の
た
る
募
金
に
よ
っ
て
継

続
で
き
た
話
。 

そ
れ
だ
け
に
、
カ
ー
プ
が
初
優
勝
し
た

昭
和
５０
年
の
日
（
１０
月
１５
日
）、
長
谷
部

さ
ん
の
誕
生
日
は
特
別
な
想
い
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

今
年
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
タ

ン
ド
は
い
つ
も
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
広
島
カ
ー
プ
の
貧
し
い
時
代
が

あ
る
か
ら
、
今
が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。 

 

【
第
８
回(

１２
月)

講
座
の
概
要
】 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」 

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー 

所
長 

坂
本 

泉 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
意
思

で
行
う
。
強
制
さ
れ
た
り
、
義
務
で
行
う

も
の
で
は
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
得
ら
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
よ
り
、
よ
り
よ
い

社
会
を
作
り
、
創
造
的
な
活
動
で
あ
る
。 

∇

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
健
福
１
７
」
の 

取
り
組
み
紹
介 

健
康
福
祉
大
学
１７
期
の
人
達
が
、
健
福

大
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
生
か
し
て

い
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
結
成
さ
れ
た
。 

で
き
る
こ
と
を
、
出
来
る
時
に
、
出
来

る
人
と
楽
し
く
一
緒
に
や
ろ
う
。 

広
島
市
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
も
と
に
活
動
。
主
と

し
て
、
障
害
者
の
介
助
、
支
援
、
独
自
の

ル
ー
ト
の
開
発
に
よ
る
活
動
で
、
主
に
演

技
を
中
心
に
活
動
。

演
技
は
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ど
じ
ょ
う
す

く
い
、
傘
お
ど
り
、

お
人
形
の
踊
り
と

大
変
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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◎ 

長
府
の
紅
葉
名
所
を
訪
ね
て 

研
修
部
長 

岡
本 

剛
毅 

１１
月
２７
日
（金）
老
大
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
今

年
度
二
回
目
の
研
修
旅
行
を
、
下
関
市
長

府
方
面
に
１
０
３
名
が
３
台
の
バ
ス
に

分
乗
し
、
広
島
を
８
時
に
出
発
し
ま
し
た
。 

早
朝
は
市
内
北
西
部
の
山
は
白
く
冠

雪
し
、
雨
も
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

時
間
に
は
雨
も

止
み
、
天
気
は

回
復
し
、
バ
ス

は
予
定
通
り
１１

時
３０
分
頃
、
長

府
に
到
着
し
ま

し
た
。 

早
速
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
“
花
燃
ゆ
”
ゆ
か
り
の

高
杉
晋
作
・
騎
兵
隊
誕
生
の
地
東
行
庵
、

明
治
天
皇
崩
御
の
際
、
夫
婦
で
殉
死
し
た

乃
木
将
軍
を
祭
っ
た
乃
木
神
社
、
長
府
毛

利
氏
の
菩
提
寺
国
宝
の
功
山
寺
、
白
壁
と

純
和
風
建
築
の
長
府
毛
利
邸
等
を
巡
り
、

ど
こ
も
紅
葉
が
美
し
く
、
長
府
の
町
の
落

ち
着
い
た
風
情
を
堪
能
し
て
１９
時
前
、
全

員
無
事
に
広
島
に
到
着
し
ま
し
た
。 

三
月
に
は
第
三
回
研
修
旅
行
を
別
掲

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

◎
春
季
一
泊
二
日
研
修
旅
行
の
案
内 

研
修
部
長 

岡
本 

剛
毅 

▼
実
施
日
：
３
月
１５
日
(火)
～
１６
日
(水) 

▼
行
き
先
：
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
郷
公
園
・ 

伊
根
の
舟
屋
遊
覧
・
天
橋
立｣ 

夕
日
ケ
浦
温
泉(

泊) 

▼
参
加
案
内
配
付
：
１
月
の
講
座
日 

▼
申
込
み
受
付
日
：
２
月
の
講
座
日 

初
日
は
鳥
取
の
東
条
湖
／
豊
岡
で
昼
食
、

買
物
を
行
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を

見
学
、
夕
日
ケ
浦
温
泉
に
泊
り
ま
す
。 

 

２
日
目
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
マ
“
え
え 

に
ょ
ぼ
”
の
舞
台
に

な
っ
た
伊
根
の
舟
屋 

を
遊
覧
し
ま
す
。 

午
後
は
日
本
三
景
の

天
橋
立
を
ケ
ー
ブ
ル

で
山
頂
へ
、
丹
後
の

景
色
を
堪
能
し
ま
す
。 

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   

◇
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
（
第
１７
号
）
の
発
行 

文
化
部
長 

滝
口 

明
弘 

平
成
２８
年
３
月
講
座
日
発
行
を
目
指

し
て
、
部
員
一
同
す
こ
し
戸
惑
い
な
が
ら

も
現
在
、
編
集
・
校
正
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
多
く
の
投
稿
を

戴
き
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

  

◆
ゴ
ル
フ
紅
寿
会 

紅
寿
会
１００
回
大
会
を
終
え
て 

去
る
平
成
２７
年
１１
月
ゴ
ル
フ
紅
寿
会

１００
回
記
念
大
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
安
佐
南
会
の 

有
志
が
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
て
１４
年
。
よ
う
や
く
達
成
致
し
ま
し
た
。 

紅
寿
会
が
こ
の
よ
う
に
長
く
続
く
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
会
員
の
皆

様
の
お
か
げ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
、
会
員
は
５５
名
（
女
性
９
名
）
で

す
が
、
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
歳
を
取

ら
れ
、
現
在
は
１０
名
ば
か
り
が
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
大
学
、

院
の
メ
ン
バ
ー
の
人
が
多
く
、
毎
回
２０
～

２５
名
の
参
加
者
で
プ
レ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
場
所
は
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
場
（
中

央
ゴ
ル
フ
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
一

回
の
予
定
で
す
が
、
一
月
、
二
月
、
八
月

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
常
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

モ
ッ
ト
ー
は
規
約
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
「
同
好
の
趣
味
を
通
じ
て
永
続
的
親
睦

を
定
期
的
に
図
る
た
め
に
開
催
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
も
４０
迄
作
っ
て
会

員
皆
様
に
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
参
加
賞
も
作
っ
て
い
ま
す
。 

（
２
班
２７
期 
川
本 

勝
之
） 

          

編 

集 

後 

記 

Ｈ
２８
年
度
は
、
広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
移
転
に
伴
い
、
Ｏ
Ｂ
会
も
新
た
な
環

境
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
機
関
紙
「
き

ず
な
Ｏ
Ｂ
３０
周
年
記
念
特
別
号
」
で
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
Ｏ
Ｂ
会
が
結
成
さ
れ
た

の
は
Ｓ
５５
年
４
月
で
す
。
以
降
、
Ｈ
５
年

に
二
部
制
実
施
、
芸
能
発
表
会
開
催
、
Ｈ

１２
年
に
Ｂ
班
を
４
期
制
に
変
更
、
Ｈ
１７

年
度
か
ら
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
「
き
ず

な
Ｏ
Ｂ
」
発
行
、
Ｈ
２３
年
２
月
に
は
Ｏ
Ｂ

会
３０
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い

ま
す
。 

文
化
部
の
使
命
で
あ
る
事
業
計
画
・
行

事
活
動
・
会
員
動
向
等
の
情
報
伝
達
・
記

録
・
保
存
に
、
少
し
は
寄
与
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
文
化
部
一
同
） 

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 

訃 

報 
 

 

 
 
 

３
班
２６
期 

酒
井 

勇 

様
（
８４
歳
） 

 
 
 

平
成
２７
年
１１
月
１
日 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

 

会
員
一
同 

謹
ん
で
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 

  

文
化
部
ニ
ュ
ー
ス 

ア
サ
ミ 


